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㈱サラト

第43回総会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から理事会をもって総会に代えること

にし、すべての議案について御承認をいただきました。

なお、第43回総会のあと開催する予定でした第28期生同窓会は延期します。心待ちにさ

れていた皆様、改めての開催連絡をお待ちください。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
に
よ
り
、在
校
生
や
来
賓
な

し
の
卒
業
式
、橿
友
会
入
会
説
明
会
、

入
学
式
な
ど
橿
原
高
校
の
大
き
な
節

目
に
会
長
と
し
て
出
席
で
き
な
か
っ

た
こ
と
は
非
常
に
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。ま
た
橿
友
会
総
会
も
中
止
と
な

り
、第
28
期
生
の
学
年
同
窓
会
も
延

期
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
書
面

決
裁
承
認
を
経
て
、新
年
度
の
体
制

が
動
き
出
し
た
こ
と
を
こ
の
場
で
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
大
き
な
不
安
・
不
便
・
不
自
由
や

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
方
が
多
い
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、こ
の
よ
う
な
状
況

下
と
な
り
、当
た
り
前
の
日
常
が
決
し

て
当
た
り
前
で
は
な
い
こ
と
、家
族
・

友
人
の
あ
り
が
た
さ
、命
の
大
切
さ
を

あ
ら
た
め
て
再
確
認
さ
れ
た
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。同
窓
生

の
み
な
さ
ん
、橿
原
高
校
の
教
職
員
・

在
校
生
の
み
な
さ
ん
、ま
だ
ま
だ
厳
し

い
状
況
が
続
く
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

一
日
も
早
い
通
常
生
活
へ
の
収
束
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
克
己
の
精
神
」を
想
い
、又
元
気
で

お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！

　

今
後
と
も「
橿
友
会
」へ
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

新
緑
の
美
し
い
季
節
で
す
。橿
友

会
の
皆
様
が
、健
や
か
に
過
ご
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
て
い
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
問
題

は
橿
原
高
校
の
生
徒
の
学
び
や
活
動

に
も
影
響
を
広
げ
て
い
ま
す
。第
43
期

生
の
卒
業
式
は
在
校
生
不
在
で
行
い
、

翌
日
か
ら
県
立
高
校
は
臨
時
休
業
と

な
り
ま
し
た
。新
年
度
は
、時
差
登
校

し
た
生
徒
た
ち
が
各
教
室
で
テ
レ
ビ

画
面
越
し
に
始
業
式
を
行
い
、第
46

期
生
の
入
学
式
は
在
校
生
不
在
で
行

い
ま
し
た
。

　

5
月
８
日
現
在
、生
徒
た
ち
は
郵

送
し
た
課
題
等
に
よ
る
家
庭
で
の
学

習
と
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
学
習
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。教
師
は「
教
え
る
」か

ら「
支
援
す
る
」に
、生
徒
は「
習
う
」

か
ら「
学
ぶ
」に
そ
の
活
動
が
変
化
し

て
い
ま
す
。こ
れ
を
新
学
期
と
呼
ぶ
に

は
、誰
も
が
抵
抗
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す

が
、生
徒
た
ち
は
、課
題
を
丁
寧
に
こ

な
し
、生
徒
た
ち
も
先
生
方
も
活
用

す
る
に
は
ほ
と
ん
ど
未
知
で
あ
っ
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
世
界
に
も
挑
戦
し
、で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

外
出
自
粛
生
活
が
続
く
中
、私
た

ち
は
校
訓「
克
己
」の
も
つ
意
味
と
力

を
再
認
識
し
て
い
ま
す
。45
年
の
歴
史

に
支
え
ら
れ
、「
克
己
」の
下
に
学
ぶ
若

雉
子
た
ち
は
、自
ら
の
時
間
の
使
い
方

を
大
切
に
し
、こ
の
危
機
を
乗
り
越
え

て
い
く
と
信
じ
努
力
し
て
い
る
は
ず

で
す
。嵐
の
中
に
強
く
そ
び
え
る
大
樹

の
よ
う
に
校
訓
が
力
を
く
れ
る
令
和

2
年
の
始
ま
り
で
す
。

克
己
の
精
神
で

　
　

橿
友
会　
会
長　

吉
　
藤
　
行
　
二

「
克
己
」
が
支
え
る
も
の　

　

校
長　

相
　
知
　
美
　
佐

☆☆同窓会からのお願い☆☆
○�今年度も「橿友」を発行することが出来ました。
　�増加する費用を何とか切り詰めて編集をしております
が、皆様のご支援が必要です。
　��同封の「賛助金振込み用紙」で１口２千円～（何口でも）
のご協力をお願い致します。

○��なお、宛先不明で返送されてきた方、受け取り拒否の
方への発送は致しません。お気付きの際はご一報くだ
さい。

○��広告掲載料は１万円からとなります。関係者様のご協
力を宜しくお願い致します。
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

夏
の
始
ま
り
を
感
じ
て
き
た
７
月
６

日
、
橿
原
観
光
ホ
テ
ル
に
て
27
期
生
の
同

窓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。卒
業
生
64
名
、

当
時
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
大
西
敏
彦
先

生
、
香
美
秀
一
先
生
、
酒
井
一
浩
先
生
の

３
名
の
恩
師
の
方
々
、
合
計
で
67
名
が
集

ま
る
盛
大
な
同
窓
会
と
な
り
ま
し
た
。
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
み
な
さ
ん
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
な
が
ら
元
気
に
過

ご
し
て
お
ら
れ
る
様
子
で
、
懐
か
し
い
感

情
と
と
も
に
、
た
い
へ
ん
安
心
し
た
思
い

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
友
人
や
恩
師
と
の
久
し
ぶ

り
の
再
会
に
、
会
話
を
通
し
て
楽
し
み
を

増
幅
さ
せ
、
そ
こ
に
美
味
し
い
料
理
が
華

を
添
え
る
形
で
始
ま
っ
た
同
窓
会
。
集
合

写
真
の
撮
影
を
終
え
て
会
場
に
戻
る
と
、

当
時
を
思
い
出
す
き
っ
か
け
作
り
の
一
つ

と
し
て
、
３
年
生
当
時
の
ク
ラ
ス
を
も
と

に
編
成
し
た
各
テ
ー
ブ
ル
対
抗
「
橿
原
高

校
ク
イ
ズ
」
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
橿

原
高
校
の
住
所
や
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
載
っ

て
い
る
１
番
最
初
の
人
、
橿
原
神
宮
前
駅

ま
で
の
道
中
に
あ
っ
た
た
こ
焼
き
屋
さ
ん

の
名
前
な
ど
、
約
10
問
ほ
ど
に
答
え
な
が

ら
高
校
生
活
を
み
ん
な
で
懐
か
し
み
ま
し

た
。
卒
業
か
ら
15
年
経
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
各
テ
ー
ブ
ル
と
も
高
い
正
答

率
を
誇
り
、
順
位
を
つ
け
る
の
に
苦
労
し

た
反
面
、
い
つ
ま
で
も
思
い
出
に
残
る
ほ

ど
の
濃
い
３
年
間
だ
っ
た
の
だ
と
嬉
し
い

思
い
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

同
窓
会
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
３
名

の
恩
師
の
先
生
方
よ
り
近
況
報
告
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
橿
原
高
校

か
ら
新
天
地
へ
と
進
ま
れ
て
お
り
、
ご
発

展
さ
れ
て
い
る
喜
び
と
と
も
に
、
も
う
橿

原
高
校
に
は
お
ら
れ
な
い
の
だ
と
い
う
寂

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
３
時
間
と
い
う
時

の
流
れ
を
誰
も
が
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の

盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
同
窓
会
は
、
み
な

さ
ん
が
ま
た
の
再
会
の
日
を
約
束
し
、
無

事
に
す
べ
て
の
日
程
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
改
め
て
、
橿
原
高
校
の
卒
業

生
で
あ
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
同
窓
会
で
し
た
。

　

昭
和
50
年
４
月
２
日
午
後
３
時
頃
の
こ

と
で
す
。
管
理
棟
の
西
側
（
現
、
東
館
の

中
庭
側
）
で
激
し
く
ガ
ラ
ス
の
割
れ
る
音

が
し
ま
し
た
。当
時
の
校
舎
は
Ｌ
字
型
で
、

今
の
中
庭
は
い
わ
ゆ
る
〝
外
〟
と
同
じ
状

態
で
し
た
。
当
直
２
人
は
「
石
で
も
投
げ

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
思
っ
て
現
場

に
駆
け
つ
け
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
し
い
気

配
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
３
階
へ
上
る

と
大
会
議
室
前
の
廊
下
の
窓
が
割
れ
て
お

り
、
雉
が
一
羽
落
ち
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
雉
子
は
雄
で
、
青
藍
色
に
紅
色
の

混
ざ
っ
た
金
属
光
沢
の
あ
る
若
い
美
し
い

姿
で
し
た
。西
の
千
塚
か
ら
東
へ
飛
ん
で
、

橿
高
の
透
明
ガ
ラ
ス
に
気
づ
か
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。す
で
に
こ
と
き
れ
て
い
ま
し
た
。

　

雉
子
は
、
か
つ
て
年
号
に
も
使
わ
れ
て

い
た
と
て
も
め
で
た
い
日
本
の
国
鳥
で
す
。

飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
本
校
に
と
っ
て
瑞

兆
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
耳
成
山
の
麓

の
木
原
に
あ
る
松
本
剥
製
店
に
依
頼
し
て

長
く
保
存
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

う
し
て
剥
製
と
な
っ
た
若
雉
子
は
、
現
在

校
長
室
に
飾
ら
れ
、
ま
る
で
生
き
て
羽
ば

た
い
て
い
る
よ
う
な
姿
を
見
せ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
報
告か

し

き

じ

物

語

橿原高校　第27期生同窓会　令和元年７月６日　於：橿原観光ホテル

橿
原
高
校
27
期
生　

同
窓
会
開
催	

小　

西　

照　

大



橿原高等学校同窓会報「橿友」（3）　2020年６月12日 第34号

卒業生（第43期生）の寄贈
卒業記念として下記のもの
（ア～エ）を寄贈しました。

ア　体育館カーテン一式　　　　　　　　　　

イ　ウォータークーラー2台　　　　

ウ　特別教室備品として暗幕
　		（化学室）

エ　体育館備え付け演台

ENEOS フロンティア特約店
有限会社 鬼頭石油店

〒635－0031　奈良県大和高田市今里町14－7
TEL 0745－52－4608　FAX 0745－22－7456

代表取締役

鬼頭　成佳（１期生）

豊かな水と空気で快適なくらしを

〶635－0047　奈良県大和高田市田井新町3番17号
●TEL （0745）22－1768㈹ ●FAX （0745）22－1445
●E-mail : w-setubi@axel.ocn.ne.jp

営　業　部
宅地建物取引主任者　第95290109号
浄化槽管理士　第44081号

渡辺　真弓（13期生）

無料体験レッスン受付中！曜日・時間はご相談下さい

〶639－2144　奈良県葛城市葛木54－4　TEL. 0745－69－3327

ピアノ・エレクトーン教室

青木（谷上）智子 音楽教室
（12期生）

◆
退
職
・
転
出
さ
れ
た
先
生
方

◆
転
入
さ
れ
た
先
生
方

同窓会学年代表幹事
各クラス幹事

学年代表
	 谷　口　仁　勇
学年副代表
	 栗　本　和　弥
	 柏　木　文　伽
１組	 植　田　新　太
	 下垣内　瑞　生
２組	 横　井　圭　吾
	 寺　井　茉都歌
３組	 柏　木　文　伽
	 窪　田　輝　紀
４組	 豊　田　真　也
	 溝　渕　愛　斗
５組	 山　下　愛　梨
	 丹　生　陽　太
６組	 高　瀬　大　空
	 秋　山　未　奈
７組	 藤　川　拓　也
	 鬼　気　光　梨
８組	 谷　口　仁　勇
	 土井田　夏　希

＊
考
古
学
研
究
部

・
日
本
考
古
学
協
会
第
85
回
総
会
研
究
発
表

（
高
校
生
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
参
加

（
５
／
19
）
東
京
都

＊
日
本
拳
法
部

・
第
64
回
全
国
高
等
学
校
日
本
拳
法
選
手
権
大
会

　
（
７
／
29
～
30
）
大
分
県　

　

団
体
（
男
女
）・
個
人
（
男
女
）
出
場　
　

　

男
子
団
体
競
技　

ベ
ス
ト
８

　

男
子
個
人
競
技　

ベ
ス
ト
16　
　

岩
本　

晃

　

女
子
個
人
競
技　

第
5
位　
　
　

山
口　

愛
香

　
　
　
　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
16　
　

石
川　

ら
ん

＊
弓
道
部

・
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
第
64
回
弓
道
大
会
出
場

（
８
／
７
～
10
）
宮
崎
県

　

男
子
個
人　

辻
井
寛
己

　

女
子
個
人　

大
和
田
温
菜

＊
卓
球
部

・
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
出
場

（
８
／
15
～
20
）
鹿
児
島
県

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

安
満
琉
斗
・
辻
翔
吾
ペ
ア

＊
吟
詠
剣
詩
舞
部

・
第
43
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
出
場

（
７
／
26
～
28
）
佐
賀
県

　

文
化
連
盟
賞
受
賞

＊
書
道
部

・
第
43
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
出
場

（
７
／
29
～
30
）
佐
賀
県

　

書
道
部
門
出
品　

興
禅　

有
香

＊
陸
上
競
技
部

・
第
38
回
都
道
府
県
対
抗

　
　
　
　
　
女
子
駅
伝
競
走
大
会
出
場

（
Ｒ
２
．
１
／
12
）
京
都
府

　

松
実　

唯

人

事

異

動

全
国
大
会
に
出
場
し

激
励
金
を
支
給
し
た
ク
ラ
ブ

令和２年度
（2020年度）

入 試 の 主 な
進 路 結 果

国立大学　　　12 公立大学　　　9
北見工業　富山　三重　大阪教育2　奈良教育2
和歌山2　高知　島根　山口

秋田県立　兵庫県立　静岡文化芸術　奈良県立
奈良県立医科4　福知山市立

関西大学	 38 関西学院大学	 9 同志社大学	 9 立命館大学	 16
京都産業大学	 23 近畿大学	 44 龍谷大学	 52 京都女子大学	 2
同志社女子大学	 7 武庫川女子大学	 11 畿央大学	 40 関西外国語大学	 19

退
職
者

氏　
　

名

教　
　

科

　
　

新
所
属

本
校
勤
務
年
数

岡
本　

雅
代
国　
　

語
（
退
職
）

16

和
田　

訓
代
実
習
助
手
（
退
職
）

7

宮
本　

千
枝
事　
　

務
（
退
職
）

5

江
黒
亜
裕
美
地
歴
公
民
（
退
職
）

1

転
出
者

氏　
　

名

教　
　

科

　
　

新
所
属

本
校
勤
務
年
数

西
浦
太
衛
門
教　
　

頭
榛
生
昇
陽
高
等
学
校　

教
頭

10

奥
野
小
百
合
事
務
長
奈
良
養
護
学
校　

事
務
長

3

松
村　

泰
毅
地
歴
公
民
高
取
国
際
高
等
学
校

6

南　
　

勝
紀
数　
　

学
大
和
中
央
高
等
学
校　

教
頭

9

石
本　
　

昇
理　
　

科
榛
生
昇
陽
高
等
学
校

6

中
島　

秀
介
理　
　

科
高
取
国
際
高
等
学
校

6

安
井　

一
臣
保
健
体
育
高
取
国
際
高
等
学
校

9

小
林　
　

稔
保
健
体
育
県
教
育
委
員
会　

保
健
体
育
課

6

西
川　

裕
子
保
健
体
育
法
隆
寺
国
際
高
等
学
校

2

村
上　

晴
子
英　
　

語
高
取
国
際
高
等
学
校

1

氏　
　

名

教　
　

科

　
　

前
所
属

山
内　

雅
雄
教　
　

頭
五
條
高
等
学
校

水
口　

智
子
事
務
長
大
淀
高
等
学
校

亀
島　

珠
美
国　
　

語

萩
野
き
よ
み
国　
　

語

池
内
玄
一
郎
地
歴
公
民
奈
良
北
高
等
学
校

今
林　

拓
夢
地
歴
公
民

岡
本　

智
子
数　
　

学
平
城
高
等
学
校

大
島　
　

良
理　
　

科
桜
井
高
等
学
校

片
岡　

峻
也
理　
　

科
市
立
京
都
工
学
院
高
校

宮
武　

智
也
保
健
体
育
二
階
堂
高
等
学
校

新　
　

信
幸
保
健
体
育
高
田
高
等
学
校

坂
根　

康
平
保
健
体
育
磯
城
野
高
等
学
校

森
川　
　

博
英　
　

語

京
極
佐
知
子
事　
　

務
奈
良
情
報
商
業
高
等
学
校

門
脇　
　

敦
実
習
助
手

　「第34号の編集中、外出自粛…。原稿を有難う。
　皆はどうしているかな？今はじっと我慢の子！
　この会報誌が手元に届けば、想いを巡らせて欲しい。
　そう、青春時代を過ごせたのは“克己”の精神・
　そして“若キジ伝説”これ、橿高生がひとつになる合言葉。
　永い歴史のひと節は心を強く！」　　橿友会		１期Ｍ－３

編
集
後
記



卒
業
生
コ
ー
ナ
ー

橿原高等学校同窓会報「橿友」 2020年６月12日　（4）第34号

24期生　森 本 尚 志

代表　岡本吉偉　okamoto yoshihide
　　　２期卒業生　陸上部

営業時間　14：00～22：00
電　　話　0744－29－3336
定 休 日　月曜日、第一／第三火曜

〒634－0063　奈良県橿原市久米町889－2　コーリンビル1F
※近鉄橿原神宮前駅中央出口より徒歩1分

（第20期）

1期卒業生　松 村 宏 則
〒634－0804　橿原市内膳町4－4－5　TEL/FAX：0744－47－3395　定休日／月曜日

こども教育専攻教授

学校法人西大和学園 白鳳短期大学
総合人間学科 看護学専攻・リハビリテーション学専攻
 こども教育専攻
専 攻 科 地域看護学専攻・助産学専攻
 専攻科リハビリテーション学専攻

〒636-0011　奈良県北葛城郡王寺町葛下 1丁目 7-17
 電話番号：0745-32-7890

中 浦 守 浩（6期生）

株式会社　一ノ坪製作所
奈良県香芝市今泉625番地　〒639－0264
TEL 0745－76－3181　FAX 0745－76－3187
E-mail  ebisutani@ichinotsubo.co.jp

取締役
製造部長

戎谷　献児
（第２期）

　

大
学
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
、
開
校
2
年
目
の

西
大
和
学
園
に
採
用
さ
れ
中
高
等
学
校
の
数
学

･

理
科
教
諭
と
し
て
29
年
在
職
し
ま
し
た
。
当

初
は
、
中
堅
公
立
高
校
の
す
べ
り
止
め
、
ご
く

平
凡
な
私
立
高
校
だ
っ
た
西
大
和
学
園
。
し
か

し
、
い
つ
か
は
「
日
本
一
の
進
学
校
」
に
な
ろ

う
と
、
創
設
者
と
と
も
に
夢
を
追
い
求
め
日
々

奮
闘
し
ま
し
た
。
わ
ず
か
数
年
で
驚
異
的
な
進

学
率
を
誇
る
よ
う
に
な
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に

奈
良
県
ト
ッ
プ
の
進
学
校
へ
と
駆
け
上
が
っ
た

中
で
、
我
々
教
員
は
、
常
に
教
材
研
究
に
追
わ

れ
ま
し
た
。
最
新
の
情
報
を
得
る
た
め
に
受
験

時
代
よ
り
学
習
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
橿

高
時
代
も
頑
張
り
ま
し
た
が
‥
（
笑
）。

　

こ
ん
な
激
動
の
教
師
生
活
の
最
初
の
10
年

間
、
高
校
野
球
部
監
督
を
務
め
た
の
で
す
。
こ

の
期
間
に
橿
高
と
西
大
和
が
2
回
対
戦
し
ま
し

た
。
夏
の
大
会
で
対
戦
し
た
時
は
大
敗
し
ま
し

た
が
、
相
手
チ
ー
ム
か
ら
流
れ
る
校
歌
に
懐
か

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。『
橿
高
‥
』、
懐
か
し
さ

と
と
も
に
、
身
近
な
存
在
に
感
じ
て
し
ま
う
の

で
す
。
そ
し
て
、「
克
己
」
の
精
神
を
受
け
継

い
で
い
る
橿
高
の
後
輩
た
ち
を
愛
し
く
誇
り
に

思
え
ま
し
た
。

　

さ
て
、
4
年
前
に
私
は
、
学
校
法
人
西
大
和

学
園
・
白
鳳
短
期
大
学
こ
ど
も
教
育
専
攻
に
異

動
し
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
毎
日
夢
の
実
現

の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
と
き
に
は
不

安
や
悩
み
で
落
ち
込
む
時
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
学
生
た
ち
に
、
中
高
等
学
校
の
教
員
と
し

て
の
経
験
と
自
分
を
制
し
欲
に
打
ち
勝
つ
強
い

心
・
橿
高
魂
「
克
己
」
の
精
神
を
伝
え
、
日
々

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

講
座
の
学
生
の
中
に
も
、
橿
高
の
後
輩
が
い

ま
す
。『
橿
高
』
っ
て
響
き
、
私
の
励
み
の
一

つ
な
の
で
す
。

　

昨
年
の
暮
れ
、
ひ
ょ
ん
な
き
っ
か
け
で
橿
原

高
校
会
報
の
幹
事
を
し
て
下
さ
っ
て
い
る
方
か

ら
会
報
原
稿
の
お
話
を
頂
き
、
全
く
も
っ
て
立

派
な
卒
業
生
で
も
何
で
も
な
い
、
む
し
ろ
劣
等

生
だ
っ
た
私
で
す
が
、
こ
れ
も
一
つ
の
ご
縁
と

思
い
恐
縮
し
な
が
ら
も
駄
文
を
寄
せ
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　

今
、
私
は
県
内
の
中
学
校
で
教
員
を
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
も
大
学
卒
業
後
す
ぐ
に
正
規
採
用

さ
れ
た
訳
で
も
な
く
、
逡
巡
し
寄
り
道
を
さ
ん

ざ
ん
し
た
挙
げ
句
、
30
代
半
ば
で
や
っ
と
腰
を

据
え
て
教
育
に
携
わ
ろ
う
と
覚
悟
を
決
め
た
有

様
で
す
。
そ
し
て
思
春
期
ま
っ
た
だ
中
の
子
ど

も
と
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
過
ご
す
日
々
の
中

で
、
高
校
時
代
の
こ
と
を
不
思
議
と
よ
く
思
い

出
し
ま
す
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
練
習
の
帰
り

に
寄
り
道
し
て
（
昔
か
ら
寄
り
道
が
得
意
で
し

た
笑
）
食
べ
た
「
ロ
ッ
テ
リ
ア
」
の
ポ
テ
ト
、

「
近
鉄
ス
タ
ン
ド
」
の
カ
ツ
丼
、「
梅
園
」
の
イ

チ
ゴ
大
福
。
今
も
ま
だ
お
店
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
女
子
高
校
生
の
可
憐
さ
と
は
程
遠
く
、

真
っ
黒
に
日
焼
け
し
て
泥
だ
ら
け
の
練
習
も
笑

い
飛
ば
す
毎
日
の
中
で
、
先
輩
や
同
級
生
達
は

み
な
夢
を
持
ち
、
努
力
し
、
真
剣
に
将
来
を
考

え
て
い
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
30
年
。
橿
原
高
校

で
出
逢
っ
た
仲
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
今

も
あ
の
頃
と
変
わ
ら
ず
自
分
の
出
来
る
こ
と
を

精
一
杯
や
り
遂
げ
て
い
ま
す
。
今
も
折
々
連
絡

を
取
り
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
報
告
を
す
る

機
会
が
あ
り
ま
す
。
皆
に
恥
じ
ぬ
よ
う
私
も
私

が
見
つ
け
た
道
を
邁
進
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
ま
た
同
じ
職
業
に
つ
い
た
同
級
生
と
は
仕

事
上
の
相
談
や
悩
み
を
聞
き
合
え
る
関
係
を
今

も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
30
年
前
に
は
想
像
も

出
来
な
か
っ
た
橿
原
高
校
で
得
た
繋
が
り
や
絆

が
今
の
私
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

校
訓

「克
己
」
を
胸
に
！

6
期
生 

中
浦
守
浩

橿
高
時
代
の
絆
が
私
の
支
え

15
期
生　

駒
村　

泉

「第２期生　還暦記念同窓会　開催！」のご案内（予定です。）
	 ■日　　時　　2020年10月10日（土）12時開宴　　11：40までに集合
	 ■場　　所　　橿原観光ホテル　橿原市久米町862　℡	0744−22−3235
	 ■幹事代表　　亀田　浩二　　090−3167−1916


